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東京工業大學目高博士竹内時男
幽く独人襯贈酬を輯める・とは・三代の凹凹勿ii・巖代の磯家拠
勤て大き鰺離なるものである・但しその言己載は飽くまで下弓確であ
るべく，難論を腰としない・寧ろその煩はしさの無糠敏現こそ，
鱗己事・して鰍があるのである・時日・天候蕩脈現象観測の計湛・ll的詩己
載が：是非要るのである．
中面諭でも・の程鰍瓢を蒐集する腰から・棚下を減て細れ
るが・我が「天界」にも附の鮨力泡蔵されてみるととと思ふ・櫓の鞠
例へばN・・ureに鰻二二やその他天界郷ゆ稀らしい現象に關する輪，
ある・あれ論証蹟勲欄となるもので，野洲は凍燭して少力漕
頁を割愛致して旧る．
主幹山本一滴士は諸山蛭日オ・に編組レ否塀的に脇篭大されん，、．
して徽多くの俗人の棚は・一t・人a）學初野1より嚇るのが蜘であ
る．素人，素人と輕んずることは，相濟まぬ場合が多い，
　私の許へも，時折素人からの便りが來・これに回する論明を求められるので
ある灘イ授二って返信してみるが・‘幽域に非騨的叙述であって，どう
論証煕てるものもあるレX中に‘i■’V・に轍して探蜘ねばならぬやう
な怪げなものもある．
私もどちらかといへば・敢物加ま素人魔いが汰學では・働）時
梶弘長の球面天螂を漱學f櫻生と一斯鴫き・最後に1ま私・人にを）
たことを骸てるる三年の時刊1鰍授の天罷纏靴伽た・前襯冬鱈
めて端麗な・威であり・儲は紗で且糊で初たlthsc於て・蜘をなして
みた・何れも天文蜘醐して自信を興へら焔ものであった凍京厭で晦、
れるロ轍鞠螺會の常會では・軸信徽の位暫定肋騨カメラカ、
紹介諒て・燃嚥しく感じた・そのne分瞭郷の磯とい湾のが鰍，
寺田寅彦助致投の地球物理が僅力の時聞があった・けれど繍纏の囎オ，
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日置，中央氣象粛の報告を土寮にして色々統計的な研究をやり，寺田博士が之
を理論附けられてみた，博士の親しみ深い實験の指導などと共に，i氣訓導にも
幾分の確信を持ち得るやうになった．けれども統計のみに経始するのは何と無
く物足らなく感じた．後にさういふ方面に入る機會が先輩から與へられたので
あったが，途に専門に研究すること無きに到った．これは今から考へると，惜
しい氣もする。その時分京都天文學の一・團が新城博士に率ゐられて，大畢日本
数物理学年會に焚表し，來脅者の讃嘆を早めたものである．その中に，山本博
＝トが中堅占して大いに光ってみたのである．原子物理學を慮肥した字宙論や太
陽観測設立の計劃など，大いに私の興味を喚んだものであった．
　一’戸直藏博士が現代之科學を主宰して，新高山に大天邑楽を建てると，1血を
吐きつS叫ばれた二丁や，先輩などとの意見の衝突があったととなどは，その
情熱を高く買ぴつしも，術…抹の曙さを感じた．現代之科學には私は相富期1削
執筆してゐ，示岬1野竹士が編輯顧間になられた時分からその魔球の末期まで
も，科學時事を書いてみたものである．
　長岡博士が望遠鏡の廻折を論ぜられてJourn・Astrophys・に揚載されてる
た．それから，あの立派な紙質で表紙の曲難な同誌が無障に好きになり・よく
披見したものである．
　外國留門中眞先にに田中館博士の紹介歌を持ってポツダムのアイシュタイン
塔を訪れ，巌長の邸で夫妻に招ばれたものである．あすごで研究もしたがった
のであるが，他に新興の波動力唱があって，シュレ1ヂンガ1教授に就いたも
のである．ドゥ・ジッタ1，エデントンその他の天文學者にも會見したが・こ
れ等は婦朝後「アインシュタイン字宙論の新褄展」の學論起草する時に．大い
に力になった．
　天子學と理論犬交學とは密接の關係があり，常に物理男憎に琴文學の推移に
注意せねばならなくなった．下用的方面ではイオン暦の研究があり，これは黄
道光と關係がありさうである．これに關明してその：方の椹威チアツプマンにも
脅つた事がある．叉物質漕減や中性子星の事柄も，彼我互ひに協力せねばなら
ぬ釈態にある．
　しかし色々の天文學者の巾でも山煽・清博＝ヒ程親切に，弱者の見方となって
206@　X　”t舗　　軸週期天輝への憧憬を融その門に入漁く案内された人は外にぽ矯ら
ない・私胴博士の御陰で皆既膨）コロナの偏燃を嚇初に撫報
り・又陰影縞の馴もそれから区付随磯験をもなすこと酬來た特認へ。
近づき易い案内者でもあられた・私はそ嚇｝勿として婁伽論文が喉悔
幅轍日脚と申しみは鰍來るべ嶽喰には囎そ・瑠
．合さへ出きるなら，コロナの偏光活動覧3眞を撮らうと期待致してみる．
由羅によって・ヲ槻・は嫡て瓶ヨ伽學でなくなり…糊
とまで水靴下げられた・・オ・は躰破働灘｝こ於て非常な嫌である
睨舗倫も瀞渡迷路臥つたが撮鵬び繊されるやうに軌ヤ
ツクヴィマ．即リントなどに覇こ舳率厭離アインシユタイ慨
どが叉覗旗なって糠・ブ・宇龍輪融けること雌に漱凝とで
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故田中宗愛博士を憶ふ
囎博＝1川‘宗醐三燃二月1嚇忽然としてti’ヒ髄去られた軸・†　
し噛である・姓は嚇24年生れで妙の頃より麟櫻鴫奮に鞠
持たれ漉5鵡の第7高等鞭に繊中本鰯委員にして李朝鞠」概
蝋よ姻人的に漱序鰍へらit’・屡琳眠宅曜遠鏡で深甦・人で，ぐ
囎測せられた，顛傍に居られたの銘古屋の繊漁期辰陣門恥幼
姿であった．
大正鰍京帝榔辮轍露髄と料鰍に棚iとして糊礎，大正・年期
12m炉膿の三鷹こてヨ1ロツパicmu・スイス●ド桝・於いて・噺
機’灘●際’染靴墨を僻」婦ヒの間脳三岡配ミとして穐趨
られ・ヨ1ロツ略地の天蝶’天文儲を歴訪69L・フラマ・オ・野壷ミ
訪ねて行かれ難く天螺をも究めら身した湘獅九月㈱・㈱鋤晦
嚇椥こ就職せられて∬醐脚魁撒けられ・昭和9年・肺門ヒ專
二丁に擢られて鞭を執られ，拗でも艶ある先生・して亡く畑L
